眼の 端に 道 子の 来 かかる 姿 を とらえる と、 自分の 手 を 

持ち そえて 一 人の 若い 女に 縫って 貰って いる 最中 だの 

プ J > 

「あ、 ちょっとす みません が 願います」 

と気ぜ わしく 呼びと め、 前の ひとが 赤 糸の 丸 をし ごく 

間 もも どかし そうに、 

「おねがいします」 

と 二足ば かり 小走リ によった。 

道 子 は、 ハンドバッグ を腋の 下へ 押え こんだ 不自由 

な 手頸の 動かし かたで 縫いながら、 

「御主人で すか？」 



そろそろ P らの順 だぜ」 

「出る となり や、 ピストル を 買わな けり やならない ね、 

一 体 どの位す る もんだい」 

今 はもう そう 汗が 出て いると いうので もなか つ たが、 

そんな 会話 をき きながら、 道 子 はいよ いよ 小さく 堅く 

かためた ハンカチで 頻りに 顎の あたり を 拭いた。 

道 子の 働いて いる 医療 機械 雑誌 関係の 用で、 或る 外 

科の 大家 を 訪問した とき、 時節柄 千人針の 話が 出た。 

千人針 を 体に つけて いて 弾丸に 当る と、 弾丸 はぬ くこ 

とが 出来ても、 こまかい 糸の 結びの 目と 布と が 傷の 内 

部に くいこんで 危険 だとい うこと であった。 人間の 腕 



ひらいて 豊 岡の 顔 を 見直した。 この 平凡な、 下瞼に ふ 

くろの 出来た 五十ば かりの 小 勤 人の 鼻の 下に は、 こう 

して 今 見れば 紛 うかた なき 髭が あった。 しかも、 全く 

千 鶴 子の 云った ように 一 度 見たら 忘れられない 下向き 

の、 温良 極り ない 大きな 腽肭臍 髭が ついている。 —— - 

おどろ 

道 子に はこの 一 一年間の 自分の 日暮 しの 感情に 駭く 

思いが 何より 深かった。 啓 三が 不自由な 生活に おかれ 

るよう になつ てから 道 子 はこ こ に 働く ようになり、 

二 力 月 前 千 鶴 子が 入る 迄 は 一 人で 万事 を 負って 働いた。 

豊 岡なん か は 男と も 思わない という そんな 思い あが つ 

た 心 持から ではなく、 て ん から 男 だ とか 女 だ とか 念頭 



「お呼びす る こと は 啓さん も 云つ ていた ことなん だけ 

れど —— どうか しら —— 何しろ 私 は 御 承知のと おり 朝 

九 時 頃から おそいと き は 夜まで 外なん です ものね、 お 

年よりの お 世話 をして 上げた くても、 とても まわらな 

いので 却って 悪い と 思 うんです けれど …… 」 

|n 一 ま、 

「ハハ ハハ」 と、 闊達そう に 白 ズボンの 膝 を ゆすって 

笑った。 

「何もそう 嫁さん 気質 を 出さんで もい いじ やないです 

力」 

「そういう わけ じ やない けど | 



年より がいら しったって。 二人で 今までより 働いて、 

女中さん おけば いいんだ から。 今 は、 私 一人で かっか 

つなんで す もの」 

「あ つ ち は 経済的に あんた の 心配 を 受ける 必要 はいら 

ん だろう」 

道 子 は、 不図 思いついて 少し 皮肉に、 

「じ や いっそお 義兄さん のと こへ およびに なった 

ら？， - 

と 云った。 

「御 長男で いらつ しゃる し 生活 は 立派に 確立して い 

らっしゃ るし、 一番よ ろしい わ」 



「 —— 啓さん は、 じゃどう 思って いるの かね」 

「啓さん に は 私の 気持が わかって います。 きょう も 

会って、 話して 来たんで す もの」 

「あんた の 気持 は、 しかし、 目下の 場合 贅沢 じ やない 

ゝ I 

力」 

良人が 不自由な 生活に おかれて いる 間、 勤めて 自分 

の 生活と 良人の 生活と を 守り、 勉強 もして ゆきたい と 

希う はりつめた 女の 気持の、 どこに 贅沢が あるので あ 

ろう。 

「贅沢って —— よく わからない けれど」 

道 子 はそう 云った まま、 河岸の コンク リ ー トの 杭に 
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